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衆
議
院
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君
提
出
原
発
へ
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消
防
車
に
よ
る
水
の
注
入
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
菅
�
人
君
提
出
原
発
へ
の
消
防
車
に
よ
る
水
の
注
入
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
バ
イ
パ
ス
フ
ロ
ー
」
の
具
体
的
な
範
囲
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
お
け
る
消
防
車
に
よ
る
注
水
に
つ
い
て
は
、
同
社
が
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日
に
公
表
し
た

「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
一
〜
三
号
機
の
炉
心
・
格
納
容
器
の
状
態
の
推
定
と
未
解
明
問
題
に
関
す
る
検
討
第
一
回
進
捗

報
告
」
に
お
い
て
、
「
消
防
車
か
ら
吐
出
さ
れ
た
冷
却
水
は
全
量
が
原
子
炉
へ
注
水
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
配
管
図
面
上

の
分
岐
の
存
在
や
、
主
復
水
器
で
の
溜
ま
り
水
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
代
替
注
水
の
一
部
が
原
子
炉
へ
通
ず
る
配
管
だ

け
で
な
く
他
系
統
・
機
器
へ
流
れ
込
ん
で
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

二
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
バ
イ
パ
ス
フ
ロ
ー
」
の
具
体
的
な
範
囲
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及

び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
四
十
三
条
の
三
の
六
第
一
項
第
四
号
の
規
定

に
基
づ
き
定
め
ら
れ
て
い
る
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
位
置
、構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則（
平

成
二
十
五
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
五
号
）
等
（
以
下
「
新
規
制
基
準
」
と
い
う
。
）
で
は
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
は
、

一



重
大
事
故
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
や
、
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
炉
心
の
著
し
い

損
傷
等
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
又
は
、
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
等
が
規
定
さ
れ
て

お
り
、原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る
新
規
制
基
準
に
係
る
適
合
性
審
査
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、

当
該
適
合
性
審
査
等
を
経
て
、
同
委
員
会
に
お
い
て
原
子
力
発
電
所
の
設
置
変
更
許
可
等
を
行
っ
た
段
階
で
、
審
査
結
果
等

を
お
示
し
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

二


